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か
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の
義
務
な
し
故
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る
事
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雖
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へ
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患
|
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葛
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た
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さ
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し
被
保
險
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患
當
時
櫞
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診
察
を
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し
も
想
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評

論

'
:
一
很

次

郞

I

開
墾
肋
成
沬
先
月
四
日
に
開
墾
助
成
法
な
る
も
 

の

が

發

布

せ

ら

れ

た

が

、
：其

主

な

■る
親

定

は

開

墾

.、
湖

海
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.埋
立
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:干
妬

教

し

<
ば

開

田

を

行

ふ

著

に

對

し

て
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$
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忙

突

出

し

た

る

總

金

額

の

苻

分

の

六

以

內

0 - 

補

助

金

を

，
ば

、

H

事

開

始

の

：弗

ょ

り
3:
事

終

了

後

四

年

 

t
e至
.る
期

間

內

に

.於

て

、

«
ギ

§

ょ
ぅ
交
附
す
夺
と
へ

 

承

ふ

は

在a
.。
最

初

政

府

：が

衆
_
院
.に
提

出

し

：
た

る

岡

 

1

S

K
は

、

盤

助

金

は

最
f

交

附

し

た

る

年

：
 

の

翌

年

ょ

り

起

箅

し

て

、

©
十

ヶ

年

間

に

、

受

領

满

を

 

し

を

政

府

：
R
.返
爾

せ
.し
む

：
る

の

條

項

を

設

け

て

居

 

つ

れ

の

で

あ

る

垆

、
同

項

は

下

睬

に

於

：て

1

せ

ら

れ

、
 

貴

族

院
“も
修

思

の

儀

で

逋

過

し

れ

^
又

、

政

府

が

原

案
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際

に
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政
概
潞
断
論

下
の
開
墾
に
.は
、本
法
を
適
用
し
無
い
考
で
あ
つ
.た
が
、
 

同
院
特
別
委〗

貝
會
の
意
見
を
«

重
し
で
"
五
町
步
以
上 

の
開
塾
に
•は
補
助
金
を
與
へ
る
.J

ミ
に
同
意
し
た§

で 

ぁ
る
o

M
に
原
案
に
は
、#

»
金
0.
i

は『

豫
算
の

®

 
|

H
內
に
於
て』

：之
を
行
ふ
ビ
.の
規
定
が
あ
つ
た
が
、
衆
義 

|

院
R
於
て
は
各
派1

致
し
て
此
九
字
を
削
除
し
た
。
貴 

一
族
院
に
於y

.

は
此
文
句
の
復
活
を
極
力
主
張
す
る
者
が 

一：
尠
く
無
か
つ
た
が
、
间
院
に
て
も
結
局
衆
議
院
の
修
疋 

一
を
容
れ
る
こ
と
、
爲

-9
た
。

\
:

然
ら
ば
，
本
法
©

適
用
^
依
り
て
政
府
が
如
何
な
る 

\
〗

程
度
ま
で
關
墾
を
獎»

し
ー
、
34

如
何
程
の
負
擔
を
豫
期 

I

し
て
居
る
の
で
.あ
る
か
ミ
云ふ
に
、
本
土
及
び
北
海
道 

:

に
双
け
る
未
開
墾
地
中
で
將
來
關
寒
し
得
る
見
込
0

あ 

.
る
，面
.積
は
.：約t

l

百
寓
町
步
で
あ
つ
て
其
の
帚
内
驰
^
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す
^

も
の
が
1

ニ
十
蔣
1«

步
程
あ
る
が
、
此1
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の
內
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し
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.雜錄
財
政
經
濟
訊
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で
あ
っ
て
、
之
を
こ
期
に
分
ち
、
第
一
期
は
十
五
ヶ
华 

で
、
此
十
五
ヶ
年
間
に
ー
一
+

五
离
町
の
_

*
を
助
成
す
，
 

'る
の
案
を
立
て
、
ゐ
る
.。
;:
;
而
し
て
_
塗
毀
の
見
«
は
田 

.は
一
反
七
十
五
圆
、
畑

は

-
反
ニ
十
五
圓
で
、
¥
均
五 

:
:十
圓
：で
あ
る
。
又
、
開
墾
^
要
す
る
年
數
は
五
.ヶ
年
位 

;

と
看
做
し
、
其
の
後
の
三
ヶ
年
を
合
し
：て
合
計
八
ヶ
年
：
 

間
刹
助
金
を
交
附
す
る
豫
定
で
あ
各
が
、
大
IE
八
年
度 

、中
に
は
、
五
千
町
步
の
開
墾
補
助
の
出
願
が
あ
る
も
の 

S

看
倣
し
、：
之
に
對
し
て
總
额
金
四
蔣
五
千
圓
の
助
成 

金
を
與
，へ
る
見
込
を
立
て
、
旣
に
此
金
额
は
同
年
度
歲
：
 

計
豫
黧
に
計
上
し
て
、
議
#

の
協
賛
を
經
：て
.居

る

。
.而 

•し
て
上
記
第
一
期
の
開
懇
獎
_
に
對
し
て
は
今
後
ニ
十 

ヶ
年
代
百
T

て
助
成
金
を
^

附
す
る
豫
定
で
あ
り
て
、

其
總
额
：は
四
千
九
西
萵
圆
に
達
す
る
見
積
で
あ
る
？

:
へ
政
府
が
此
開
墾
助
成
法
を
立
案
し
て
、
議
會

0
協
贊 

を
求
む
る
に
至
つ
た
表

®
の
理
由
は
、
云
ふ
迄
も
な
く 

米
穀
產
额
の
增
加
を
圖
ら
う

^
云
ふ
に
在
る
。
現
內
関

、 

0
M
0 

1
1

〇

.

は
、
其
の
成
立
後
、
米
價
の
暴
騰
を
緩
和
す
る
爲
め
に
、 

或
は
外
米
輸
入
税
の一

時
的
撤
廢
を
斷
行
し
、
或
は
米 

毂
取
别
所
に
於
げ
る
外
米
代
用
を
認
可
す
る
等
■

々
の

. 

手
段
を
講
じ
れ
の
で
あ
る

が
、
此
等
は
皆
應
急
的
米
價 

調
節
策
で
あ
っ
て
、
他
に
米
穀
需
給
の
®
本
的
調
節
策 

を
鋭
意
講
究
し
て
居
る
と
は
當
局
者
の
屢
々
鳏
明
し
居 

っ
た
所
で
あ
る
が
、
開
墾
助
成
法
案
は
即
ち
其
硏
究
の 

ぐ1

成
果
に
外
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。

,
:

然

し

な

が

ら

、
開

墾

助
成

法

の

實

施

R
侬

&

て
ヽ
染 

し

て

米
穀

の

需

給

が
极

本

的

に

調
節

せ

ら
る
ゝ
で
あ
ら 

ぅ

か

。
議

會

に
於

け

る

政

府
委

員

：の

說
明
に
摅
る
に
、

:

國

內

に

於

け

る

米

穀

産

额

は

今
：！：

既

に

其

需

用

を

滿

た 

す
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
人

口

はj

方
に
於
て
'年
. 

々
膨
脹
し
つ
ゝ
あ
る
が
故
に
、
內
地
、朝
鮮
及
び
裏
»
を 

通
じ
て
^

べ
て
a

る
と
、
今
後
三
十
ヶ
年
阳
に
於
け
る 

不
足
が
總
計
三
千
ニ
1

ニ
十
八
海
石
に
上
る
の
で
あ
る 

是
れ
ば
、
.勿
論
、
米
穀
の
產
額
が
今
後
增
加
し
無
い
ど

.見
た
場
合
の
許
算
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
假
り
に
開 

墾
助
成
法
が
實
施
せ
ら
れ
て
、
十
五
ヶ
ギ[|3

に
新
た
に 

一1

十
五
萵
町
步
の
開®

が
行
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
夫
れ 

ょ
り
今
後
三
十
ヶ
年
間
に
生
中
る
米
載
の
增
收
が
三
千 

.1.

一
冥

十1

一
萬
石
に
達
ず.る
見
込
で
あ
る
が
故
に
、
我'
. 

國
：に
於
け
る
米
穀
の
自
給
が
確
保
せ
ら
る
、
こ
と
に
®

る
^
云
ふ
の
で
あ
る
0

パ

:
此
政
府
の
目
論
見
が
ヽ

wal
i
a
A

に
、
■實
現
せ
ら
る 

、

^
せ
ば
、
誠

'
に
結
構
な
る
と
と
、
云
は
ざ
る
を
得
な 

い
。

'
又
、
政
府
が

S
K

の
^
福
を
增

進
す
る
目

的

を

以

 

て
、

‘
殊
に
充
分
な
る
穀
物
め
供
給
を
圖
る
上
に
於
て

S 

:

年
の
大
計
を
樹
立
す
る

0

w

5?
«
る
は
玆
に
喋
々
す
る

 

の
必
要
を
見
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
吾
人
は
三
十
ヶ
年
 ゝ

後
に
於
け
る
穀
物
の
供
給
に
就
きv

考
慮
す
る
ミ
同
時 

.
に
十
ヶ
年
後
、五
ヶ
年
後
、
否
な
本
年
度
^
於
け
る
其
供 

給
の
過
不
足
に
關
し
て
冬
充
分
な
る
講
究
を
試
み
て

" 

,
昨
年
真
期
の
米
騷
動

0
再
發
を
激
防
す
可
き
で
は

無
い

第
：十
三.
.卷

(

六
五
七)

雜

錄

，財
政
經
濟
評
論

か
。
政
府
が
大
正
八
年
度
に
補
助
金
を
交
附
す
る
開
塑 

地
は
僅
か
に
五
千
町
步
で
ヽ
九
年
度
に
於
て
も
僅
々
一 

,.萬
町
步
の
開
墾
に
對
す
る
補
助
金
交
附
の
电
請
を
豫
期 

し
て
居
る
に
過
ぎ
なS

。
而
か

k
此
等
の
開
肇
地
は 

四
五
年
後
に
始
め
て
效
»
を
充
分
に
發
揮
す
る
も
の
で 

I'::

あ
る
が
故
に
、
開
墾
助
成
法
の
癒
用
を
受
く
る
開
墾
に 

I,

基
く
米
穀
の
增
收
が
米
價
に
著
し
き
影
響
を
及
ぼ
す
程 

I

度
に
達
す
る
の
は
恐
ら
く
同
法
の
實
施
後
八
九
年
又
は 

|
十
數
年
を
經
'/
2
る
後
の
乙
^
で
あ
ら
ぅ
S
思
は
れ
る
換 

I

言
.す
れ
ば
、
同
法
の
永
久
的
効
力
は
之
を
不n

定
す
る
こ 

一
せ
不
可
能
で
あ
る
が
、
今
後
十
ヶ
年
以
內
に
於
て
"
同 

\

,法
が
果
し
て
米
.價
.調
節
上
幾
何
の
双
力
を
有
す
る
か
は 

フ
疑
問
と
せ
.ざ
る
を
得
な
'い

.0

此
疑
問
以
外
に
、
吾
人
の
了
解
す
る
乙
と
能
は
ざ
る 

は
開
墾
助
成
'法
ミ
耕
地
整
理
法
と
の
關
係
.で
あ
る
'
從 

.

來S

輩
ば
耕
地
憋
理
法
に
依
b
•て
多
少
の
補
助
獎
勵
を 

受
け
で
房
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
年
‘に

侬

勿

論

相

違

0
M 

1
1
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パ
■

る
が
、
讓

巢

：^
反

別

福

年

幾

分

炉

增

加

ー

し

；

.
地

整

•
理

法

の

適

用

裏

ぐ

f

 

>
開
®

•助

成

法

緣

ぐ

',
)
:

て
：居
つ
农

0
で
あ

.
令
。：

過

*
十

年

間

ぬ

於

け

る

：
此

增

加

V.

M
助

を

受

ぐ

：^
も

.
、

全

く

開

盡

者

0-
自

.
由

纖

鐵

に

任

：す. 

'
率

を

平

均

す

；る

にS 
|

ヶ

年

約

ー

務

七

千

：'
町

.
步

に

，當

つ

0.
^

あ

，
る

が

，故

^
、

#
入

：：
迄

雖

，
も

'
、
出

て
.
ゐ
る
.。
從
つ
#

、
假
冬
代
§

加
率
が
將
來̂

.於

で
::

開
蹇
助
成
法
の
適
用
を
蓮
ひ
に
：鷀
ゐ
な
い
。
如
何
5

な 

'
も

箨

サ

ら

る

、.
器
一
ば
、.
'
+五
ヶ
年
開
ぱ
田
.地
：は
.；

-:

れ
»
、
麗

助

成

法

は

黯

璧

法

ょ

り

も

多

额

の

補 

十
五
莴
町
步
增
加
す
る
喾
で

「

あ
?

r

是
：丈
け
の
增
加.：
.
肋
金
を
開
费
者
忙
與
へ
るi

の
で
あ
る
か
6

で
あ
る
， 

:

.は
"

開
肇
助
成
法
：&
發
布
せ
ら
_

戈

、
將
來
'に
於
一
莕
し
痕
し
て
然
む
と
せ
ば
マ
現
に
繼
耕
地
歷
法
の 

て
豫
期
す
る
'

|
が
出
來
る
|

.
で
あ
る
2

彦
得
る
バ
|

適

用

釭

受

け

て

開

麵

钇

試

み

ん

と

し

て

居

0

^̂

::
:苦し果

し

て

然

ら

ば

、

，
開

襄

助

成

法

の

適

州

.を

受

け

て

「

後
|

助

成

法

に

依

、
る

.政
府
の
補
助
を
*
請
す
る
に
相 

::
.

;
今
後
十
'五
ヶ
%

間
に
開
墾
せ
；6

る
；、1
1
.
.
十
五
.萬
町
步
©

|

德
な
い
。
從
つ
て
，
_

墾
助
成
法
は
單
に
從
前
耕
地
'整
理 

.
:
田
地
は
耕
地
盤
趣
法
の
補
助
を
受
け
て
開
墾
せ
ら
る

 

>
 

.法
^

基
&

て
中
央
政
府
雄
に
棚
方
廳
が
與
へ
て®

つ
、た 

.
1
.
1
十
3 £

费
町
步
以
外
0
:も
の
.で
あ
る
か
。
換
言
す
れ«

\:
開
®

補
助
金
を
增
額̂

る
0

:結
娘
を
虽
す
る
に
止
ま
な 

今
後
i

.

ヶ
.
年
間
.に
.；、
田
地
は
耕
.地

鐘 

j
は
‘し
な
い
か
"

耕

地

菌

法

に
f

秫
助
金
I

響
 

二
十
亚
说
W

步
、
開
a

助

成

法

：の

實

施

に

依

&
.で

ニ

：
十
«

0

1
割
八
分
九
厘̂

相
當
し
、
開
懇
助
成
法
にa

さ 

五
腐
町
步
、.
.合
針
五
*

满
町
增
加
す
る.見
，込
で
あ
る
：か

て

支

出

せ

ら

る

：

A

補
助
金
.ば
；開
■

實
費
.の
一
ー
^
八
か
に 

議
會
^

於
け
る
政
府
委
員
の
說
明
に
據
れ
ば
、
政

府

が

當

谷

，と
云
，ふ
こ
ぜ
で
あ
る
か
ら
、
後
者

n

前
潔
よ
.
b

も 

肫
見
込
を
有
し
て
居
る
樣
に«
思
は
れ
な
ぃ
0

殊
に
_

約

九

分

寥

额

の

獎
»

僉

を

興

ふ

る

の

で

ぁ

る

。
か

_

、

せ
ら
る

/̂
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
丈
け
開
艱
が
從
前
太

$ 

.

に
依
る
補
助
を

®
請
せ
る
場
合
に
、
政
府
の
豫
算
の
都 

も
大
な

.
る
刺
軟
を
受
け
、
將
來
に
於
け
る
年
々
の
開

®合上、
®

年
又
は
翌
々
年
に
於
て
始
め
て
郁
奴
.を
梦
け 

也
の
面
積
が

S
去
に
於
け
る
ょ

6
も
多
ぐ
な
る
か
も
侧
得
る
ミ
せ
ば
、
開

®
を
ば
一

r
A

延
期
す
る
や
も
汉
り 

:b
知
ら
，難
い
。
又
、
耕
地
整
理
法
め
興
ふ
る
丈
け
の
禪

—り難いか
ら
で
あ
る
。恭
し
果
し
て
然
ら
ば

"
開
懇
助

- 

助
に
て
は

•
收
支
償
は

.
ざ
る
開
鑛
も
？
開
墾
助
成
法
の
適
|
成

用

:̂
受
く
れ
ば
、
採
算
上
有
荆
ビ
な
る
圾
合
も
あ
り
得

-
勵
す
る
も
の
で
あ
る
ヒ
は
斷
言
し
難
い

o 

る
い
ら
、
此
見
地
ょ

b
し
で
開
攀
の
增
加
を
激
期
す
る

\

假

'̂
に
、

_
麵
取
成
法
ヵ
開

1
を
有
效
が
に
獎
脚
す 

こ

^
も
出
來
る

。
M

に
又
、
開
幾

fl
/J

成

法

は：*
町

步

以一
.
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
吾
人
は
其
の
運
用
に
多
少 

F
の
開
墾
に
は
適
用
さ
れ
無
い
の
で
あ
る
が
故
に
、
此I

不
公
平
の
點
あ
る
を
悲
し
ま
ざ

.
る
を
得
ぬ
。
同
法
の

y 

法

#
に
依
ら
ず
し
て
、
從
前
の
如
く
耕
地
整
理
法
の
下

.文忙は無
い
が
、
其
の
施
行
細
則
に
於
て
同
法
の
適
用 

に
於
て
行
は
る
、
開
鶴
も
あ
る
ご
ヒ
、
思
は
れ
：る
。
然|

を
ば
、
上
述
の
如
く
五
町
步
以
上
の

^
懇
に
限
足
す
る 

し
な
が
ら
、：
吾
人
は
、|

方
に
於
て
、
開
艱
助
成
法
が

.
|

と
沄
ふ
こ
と
で
あ
る
。
當
简
考
の
試
み
た
る
開
懇
費
の 

.
駿
布
せ
ら

^
が
爲
め
に
、
却
つ
て
開
盡
が
延
期
せ
ら
る
.
—

一
 

反

^
付
七
十
五
圓
で
あ
る
か
ら
、五
町
步 

、
場

<&
の
絕

1
で
な
い
こ

^
を
鐵
嚴
せ
ざ
る
を
得
な
い
を
開
墾
す
る
に
は
總
輔
約
四
千
圓
を
喪
す
る
。
此
金

r 

如
可
と
な

^
ば
、
現
に

_
他
整
裡
敗
に
基
く
補
助

.
を
受
に
相
當
す
る
投
資
を
爲
し
得
'̂
は
中
農
以
上
で
あ
つ
て 

-

け
て
開

■
を
企
て
ん
艺
し
て
昆
ク
犮
翁
が

'
開
墾
助
成
所
謂
五
反
西
姓
の
到
底
企
圖
し
能
ふ
所
で
な
い
。
從
つ 

衾

D
適
用
を
受
く
る
を
有
利
な

b
£

思
惟
し

v

、
同

法

;'
;

て
、H

面
の
良
き
中
農
大
農
は
開
墾
に
對
し
て
多
額
の 

第
十

，(

§*
,
,
-
_
.

錄

:M
被
練
濟
評
論 

0

0 

IIH.
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^;

十
1.
:^(

六
六
〇)■

雜
、
0

財
政
0

濟
^

^
 

笫
丑
虎
：
.

WS

助

，，を^

、
含

反

む

、
小

農

織

舊
.が
却
つ
て
，
W

し
て
有
利
な
'る

璧

を

採

る
.可
き
で
は
な
い
か
。

.

,

,

.
©
數
皮
の
開
貂
に
對
:t
v

、：：及
.
：̂

额

の

補

助

金

を

：
玆
に
萊
つ
て
、
五
：2人
は
開
«
助
成
法
案
を
提
出
し
た 

变

ぐ

'̂
の
^
架
を
盈
す
名
.に
至
り
は
し
ま
い
か
。
.政

市

政

府

の

動

機

に

.就
き
て
一
言
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
闕
法 

• 

^
^
作
漱
に
趿
8
圾
成
法
の
逆
£
を̂
ば
.五

町

步

以

下

の

開

«
、
土
述
の
如
く
、
近
き
將
來
.に
，於
て
內
地
の
米
殿
«
 

#

に
:#
ほ
さ
無
U
の

:1
:
'あ
る
か
。.
菩
人
は
決
し
て
政
府
|

額
を
咐
加
し
て
、
米
の
@
給
を
#
す
の
効
來
を
府
す
る 

當

ゆ

る

雙

に

於

て

、
常
.に
上
龜
く
下
に
厚
く
す
：|

も

の

ビ

，
は

看

做

し

難

い

の

.で
あ
る
、
然
ら
ば
、
何
故
に 

.可
き
も
の
：で
あ
る
ミ
主
張
す
る
漭
で
は
無
い
。
然

し

な|

政
府
は
同
法
を
立
案
し
た
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
惟
ふ
に
、 

ヵ
ら
總
て
の
場
合
^
於
て
、
各
階
級
に
對
す
る
政
府
の|

政
府
は
過
去
數
ヶ
ヵ
間
に
於
て
捕
々
の
方
法
を
講
じ
て 

態
度
が
常
に
少
く
と
も
®
平
で
あ
る
可
き
こ
と
に
就
_

|

'結
屙
定
期
米
の
低
«
、
是
れ
に
述
れ
て
幾
分
か
疋
米
の 

ズ

:«
、
：
：
令

人

ビ

雛

も

、
異

驗

は

あ

る

，未

い

^
思
ふ
。
輪
*

一
 

下
银
を
誘
致
す
る
に
：成
功
し
た
が
、

一
方
米
惯
の
低
落 

威

は

»

1
同
法
の
適
用
を
五
町
步
以
下
の
開
艱
に
及
一
は
十
農
大
農
に
少
か
ら
ざ
る
打
擊
を
與
へ
れ
の
で
あ
る 

:

ほ
せ
ば
、
巾I

I

件
數
激
樹
し
，て
、
取
扱
上
不
便
多
く
、

\

が
故
に
、
是
れ
が
埋
合
せ
と
し
て
中
農
大
農
に
身
し
て 

: :

調
齋
に
手
問
取
6

得
る
所
少
か
ら
ん
ヒ
云
ふ
か
も
知
れ
;|
特
秫
の
利
益
を
與
ふ
る
開
懇
助
成
法
を
立
案
し
た
の
で
へ 

衣
い
が
、
政
府
の
手
數
.が
_

溆
：と

爲

る

の

故

を

以

て

、
,

:
は
あ
る
^

S

か
。
而
か
も
此
1 1

の
立
法
と
し
て
は
同
法 

''

，小

食

の

利

窖

を

無

視

し

て

&
.い
^
沿
暴
論
で
あ
る
ど
云
は
實
に
妙
を
極
め
た
も
の
で
あ
る
云
は
ざ
る
を
得
な 

は
ざ
る
を
得
なs

:°
^

し
取
极
の
便
梵
上
、
，階
«
間

に
：

い
0

如
何
な
れ
ば
、
表
面
に
现
は
れ
た
る
同
法
の
目
的 

等

藉
釔
設
る
く
の
必
耍
あ
5
ミ
せ
ば
、
寧
ろ
：小

農

に

對

は

農

家

の

保
謎
に
非
す
し
で
、
開
懇
を
獎
勵
し
て
內
地

-

 

•
;
.
.

 

'
-
.

 

..... 

,

K

於
け
る
米
作
反
別
を
增
加し

、
延ひて米穀產额のして

#
人
は
之
を
信
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
理li
l

を
持 

^

'̂

靖
规
を
誘
致
し
フ
以
て
米
憤
を
永
久
的
に
調
饰
せ
ん
ビ
-

た
ぬ——

费
人
は
其
公
典
心
？
其
勞
と
に
對
し
て
深
く 

す
る
に
存
す
る
か
ら
で
あ
^
。

 

威
謝
す
る
。
然
し
な
か
ら
、
;$

趣

會

社

は

値

上
|^
可

の

遽
 

I
I

:::

瓦
斯
の
値
上
衆
京
の
茺
斯
値
上
間
題
は
絡
々
紛

.

延
ょ
ら
生
ず
る
損
失
を
償
ふ
爲
に
、
瓦
斯
の
性
質
を
親 

•

糾
し
て
拾
收
ず
可
か
&

ざ
る
狀
態
を
呈
し
て
居
る
。
市
 

一

，M
に
爲
す
樣
な
こ
ミ
は
あ
る
^
い
か
。
芄
斯
の
腿
カ0

ゾ 

舍
が
之
が
硏
究
に
數
ヶ
刀
を
费
し
な
が
ら
ヽ
未
だ
之
を
：

|

不
足
夂
は
空
氣
混
入
に
關
す
る
非
雛
は
強
人
の
屢
々
'# 

解
決
す
る
t

ミ
能
は
す
r

«

や
ぐ
最
近
に
至
b

て

海

斯
.：

に
せ
る
所
で
あ
る
。
茺
斯
製
造
に
關
す
る
撙
内
的
知
雜
ハ 

鈐
祉
の
營
業
狀
態
の
調
齊
幻
侬8

す

可

き

適

當

な

る

技

，を
有
せ
ざ
.る
吾
人
は
瓦
斯
會
社
に
對
す
る
此
等
の
非
雛 

師
：の
選
®

を
農
商
務
®

に
依
賴
す
るw

は
實

に

甚

敷

失
W

跟
し
て
«
何
の
稂
抵
を
有
して
®

る
か
を
知
ら
な
い 

:旛
で
あ
る
0

交
通
機
關
0

完
備
、
水
道
、T
水
、
其
^

然
し
な
が
ら
、
假6

に
會
祉
が
故
意
に
劣
等
な
る»

斯 

::
■
.

今
後
帝
都
：に
於
て
幾
多
解
決
を
要
す
る
間
題
の
少
が
ら
を
供
給
し
つ
V

あ

す

れ

ば

"
値
上
の
诞
延
味
寧
ろ 

,
ざ
る
今
日
、
%

斯
の
値
上
の
如
き
比
較
的
跟
純
な
る

1

ー
需
用
考
に
取
&

て
不
刹
益
な
る
結
采
を
里
し
て
妈
る̂
 

問
題
を
密
議
す
る
に
常
り
て、
ボ
會
載
員
が
腕
カ
沙
汰)

，
も
测
ト
知
&

雛
い
0

で
め
る
。
殆
ん
と
布
り
ビ
有
ゆ
る 

^ .

及
ぱ
ん
と
さ
べ
せ
，る| «
}§

を
見
て
は
、
吾
人
は
市
政
‘：

：

貨
物
の
市

©

が
騰
貴
し
、
11

代
、
家
賞
、
貨̂

r

fr
'
ff
i

 

|

翁
に
3

1>
て
.深
<

憂
艨
せ
ざ
る
を
.得
な
い
。
，若
し
-:

料
、
運
貸
等
も
値
上
き
れ
，#

給
、域
鈒
も
之
に
池
れ
孓 

::

實
勝
1:

鐵
上
：反
對
教
が
賴
心
誠
栽1

以
で
、
：蒐
斯
會
社-
:
路
»

し
、
小
包
鄕
便
料
迄
引
上
げ
ら
れ
た
る
今
ロ
に
於 

:

の
横
暴
為

雜

せ

ん

と

努
め

「

で
居
：る〜

：ず
れ
ば
、
I

t:

、
*

斯
繁
丈
け
が
從
前
め
串
を
維#

す
可
き
で
焱

.

饿
士
1

i
、

(

六
六
ふ
，V

雜
•
 

•

吠
政
經
濟
睜
盼
 

络
芄
蜱
.

ニ
丑
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六
六
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^
 

#

i

p

l

 

-

第

衷

號

こ

な

知
-
‘ 

.

.

.
' 

,/
.-

I
f

;
:

.

::
る
^
^
?
?が
考

へ

て’居
る

と

は

思

は

れ

な
'い
。
宠

斯
1處

全

體

：に

對

し
.て
卒

均

俸

給0
均

琢

割

に

相

當

す

る

臨

 

~

會

社

も一
個

の

營

利

會

秕

で

は

な

い

か

。

.營利事業で時

'手
當
.を
支

給

し1其

の

_

合

は

幾

分

か

上

に

^

く
し
、

一

' 
あ
る
以
上
、
同
社
の
重
役
が
他
の
營
利
會
社

€
同

樣

利

.
下

1?
厚
く
す
る
こ
ミ
に

'
し
た

0:
此
程
度

0
手
當

^
雜
已

'

I
.

;.

潤
を
增
加
し
度
ぐ
思
ふ
の
ば
怪
む

R
足
ら
な
い
。
市

と

1
雨
年
前
ょ

&
支

.
給

す

可

き

で

あ

，
つ1:

、
漸
や
'く

本
年 

l

;:,
'

:

0
契
約
そ
循
に
取
ぅ
て
市
會
が
飽

<
迄
會
社
ど
爭
ふ
の

:;
'

ょ

&
之
を
行
ふ
は
頗
る
後
れ
た

^

一
 

：

は
少
し
ぐ
大
人
氣
な
い
所
が
な
い
で
も
な

S
。

炭

價

及

を

得

な

い

。
然
か
も
、
後

れ

た

も

、
何
ほ
全
然
？ 

.

び
鐵
價
を
標
準
と
せ
る
猾
走
率
を
定
め
て
、
此

際

多

少
|

は
ざ
る
に
勝
れ
る
は
，云
ふ
迄
も
な
い0 

め
値
上
を
認
可
し
、
會
-m

を
し
て
一
日
も
早
ぐ
品
質
純
一
歐
洲
大
戰
勃
發
の
誘
致
せ
る
物
價
の
暴
騰
は

 

一̂
s

' 

食
な
る
：
%

斯

を

充

分

に

供

給

せ

-1
>

め
た
方
が
得
策
で
は|

の
分
配
.を
著
し
く
不̂

均
な
6

し
め
た
が
、
時
を
經
る 

p

 

.，
あ

る

ま

い

か

。

 

に
：從
ひ
、
企
業
の
勃
興
は
殆
んr
有

る

ミ

寥
る
階
饿

S

官
吏
の
臨
時
手
當.

政
府
は
昨
年
四
.月
ょ
b
剑

任

|

を

利

し

、
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